
重点施策パッケージ例 総務省「ICT国際連携推進研究開発プログラム」

（１） 新世代の通信技術の開発・普及が目標

（２） 日本政府と外国政府の共同研究開発プログラムを実施し、国際標準化の獲得を目指す

（３） 日本の技術が国際標準を獲得し、世界へ展開することで、情報通信分野における更なるイノベーション
創出や国際競争力強化を実現 予算要求総額約37億円

フォトニックネットワーク技術 新世代ネットワーク技術

ワイヤレス技術

ネットワークセキュリティ技術

・・・・・ 【米国】【欧州】

実証・評価

【新たなネットワーク技術の研究開発】

【アジア】

我が国の将来のネットワーク技術の国際展開を目的に国際共同による研究開発施策とその成果の実証・普及
展開等を促進する施策が連結され、施策間の連携による相乗効果が期待される。

総合科学技術会議の評価

外国政府と連携した
国際共同研究の推進

高速通信テスト環境に
よる国際研究の促進

研究者の国際交流推進

総務省・欧州委員会の
共同研究推進に向けた合意

日ＥＵ・ＩＣＴ政策対話

(H24～)

1

資料６


